
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

１ｍ深地温探査（物理探査法）による 

河川堤防調査 

●物理探査法の適用 
河川堤防のモニタリングにおいては、漏水の可

能性のある箇所を把握しておくことが重要です。

平常時の目視観察だけでは、限界があります。

そこで、物理探査法の適用が考えられます。 

1m 深地温探査の測定状況 

1m 深地温探査では、地中の温度を測定すること

で、漏水の可能性を推定する物理探査法です。目

に見えない漏水を把握するのに利用します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１ｍ深地温探査とは 
１ｍ深地温探査とは、深度１ｍにおける地中温度を測定することに

より、浅層に存在する地下水脈（みず道）の存在、流路などを推定す

る調査法です。 

地表付近（1m 深）の地温は、季節により±10～13℃の範囲で変動

します。一方、地中の流動地下水の温度は、あまり変化しません。

両者の温度差が大きい季節に１ｍ深の地温を測定し、その分布を

調べることで、流動地下水の影響を受けている範囲を推定します。 

●１ｍ深地温探査に適した季節 
流動地下水の温度と１ｍ深の地温の差が大きい時期が、１ｍ深地

温探査に適した時期となります。 
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■夏期では８～９月 

■冬期では２～３月 

１ｍ深地温探査に適した時期は、冬期では、

２～３月頃、夏期では８～９月頃となります。 

夏期では、測定地温が低い箇所が流動地下

水の影響を受けている箇所となります。 

冬期では、測定地温が高い箇所が流動地下

水の影響を受けている箇所となります。河川

堤防調査では、河川水の水温を考慮して適

した探査時期を決めます。 

■１ｍ深で地温を測定する理由 

日照の変化や、日変化の影響を強く受ける地表では、流動地下水

の影響を区別すことが困難です。比較的簡単に地温が測定でき、

日照などの影響を受けにくく、時間による温度変化が小さい範囲と

して、１ｍ深での地温を測定します。 

測線に沿って一定間隔で深さ 1m の細い穴

をあけ、温度計を挿入して地温を測定しま

す。 



 

 

 

 

 

 

●１ｍ深地温探査の適用 
  次のような場合、漏水調査として１ｍ深地温探査の利用が考えられま

す。 

例えば、 

定常的に漏水が生じているのか、高水位時のみ漏水が生じるか

の判定にも利用できることがあります。 

●モニタリングへの発展 
１ｍ地温探査はみず道や漏水箇所の検知だけではなく、モニタリン

グの補助調査としても利用することが考えられます。 

■ 旧河道が堤防を横切る箇所 

■ 盛土溜り水の流出か、河川からの漏水かの判定調査 

■ 表層付近が湿潤状態となっている箇所 

■ のり尻に泥濘化が見られる箇所 

■ 堤防の土質が変化する個所 

■ 地盤の盛り上がりや陥没が見られる箇所 

■ 川表側の遮水矢板の破損が懸念される箇所 

■ 樋門などの堤防を横切る構造物の破損が懸念される個所 

■ 被災箇所など 

高水敷、堤内地などに、堤防、構造物

に沿った測線を設定して探査を行いま

す。 

旧河道 

樋門 

遮水矢板 

樋門周辺からの漏

水を調査する測線 

旧河道周辺部からの

漏水を調査する測線 

遮水矢板の破損部から

の漏水を調査する測線 
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●１ｍ深地温探査の例

この探査例では、夏期に測定したので、温度が相対的に低い部分が

みず道と推定しました。 

実際には、地形状況、地表面の状況、堤防および基礎地盤の土質、

河川水の温度などを考慮して判定を行っています。 

●当社では
当社では、モニタリング区間設定のための調査からモニタリン

グ計画のご提案させていただきます。また、GIS を用いた河川

堤防管理も手がけております。 


